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研究成果の概要（和文）：人々の健康や精神的豊かさへの貢献を目的とした情報コミュニケーション技術応用を
進めた。とりわけ会話をしたり食事をとったりといった日常の行動を、より広く共にできるような仕組みを考案
し、その実現性の検証も含めて、考案した仕組みが動作する装置の開発や有効性の評価を行った。特に離れ離れ
で食事時に時差がある人々が、共食会話をできる仕組みとして、映像音声処理によって会話の場を創出する試み
を進め、映像再生速度を調整する手法、アバタを利用する手法、非母語話者を支援する手法等を提案した。手法
の実現性、有効性は実験で確認したり、システムの実装により示した。

研究成果の概要（英文）：Research on applied information and communication technology was conducted 
for the purpose of human welfare and mind peacefulness. Especially focused on daily activities such 
as eating and talking, novel methods to cooperate them together were proposed by means of video and 
audio processing. Those methods include video playback speed adaptation to the user, bringing eating
 avatar of the remote non-eating user, auditory distributed placement of multiple remote users, 
realtime texting of speech by a native speaker. Feasibility of the proposed methods was confirmed by
 experimental studies or by implementation as prototypes.

研究分野：人間情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）情報コミュニケーション技術の活用が
日常生活に及び、人々の健康や豊かさへの貢
献が求められてきた。 
（２）食事環境への情報コミュニケーション
技術の活用は極めて不十分であった。ただし、
食事重量を計測して子供が完食することを
認識し、それを褒めるセンサテーブルや、皿
などをプロジェクションで飾るテーブルシ
ステム、食卓への着席を検知してビデオ通信
を開始する遠隔会話システムなどが散発的
に見られた。ヒューマンコンピュータインタ
ラクション分野では食とヒューマンコンピ
ュータインタラクションに関するワークシ
ョップが開催されるなど、徐々に食という日
常生活における最も基本的な活動を対象と
した、情報コミュニケーション技術の活用が
広がりつつあった。 
 
２．研究の目的 
 
（１）上記の状況の中で、我々は共食支援シ
ステム、食を通じたコミュニケーション支援
システムについて先駆的な開発研究を行っ
てきた。この研究活動を通じて時差の有無や、
食事の有無によって会話機会の持ちやすさ
が異なることが顕在化した。本研究では、こ
れらが参加者間の何らかの差異であるとい
う点に着目し、この差異に関わる工夫を通じ
て、話したり食べたりという日常行動の共同
機会を増やすような情報コミュニケーショ
ン応用技術を開発研究した。 
（２）共食支援システムの研究から発展して、
より一般に日常の活動として会話を捉え、そ
の共同機会を増やすことを考えた場合、言語
の違いは、大きな参加者間の差異となる。そ
こでこの問題にインタラクション的アプロ
ーチにより、取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
 
（１）参加者実験により二者の共食会話を対
象とした食事会話行動分析を行い、情報コミ
ュニケーション応用技術により、孤食を減少
させる共食の機会提供につながる仕組みの
開発をおこなった。さらに開発システムの有
効性を、二者の共食会話を行う参加者実験に
より分析した。 
（２）参加者実験により一方が母語話者では
ない二者の非母語会話を対象とした会話分
析を行い、会話補助につながる仕組みを開発
した。さらにこの仕組みの有効性を、二者の
非母語会話を行う参加者実験により分析し
た。 
 
４．研究成果 
 
（１）共食エージェントの開発と評価 
本人が望まずに一人で食事をとる孤食は健

康によくないことが知られている。この孤食
問題の軽減を狙い、食事行動をとるエージェ
ントシステムを開発した（図 1）。このエージ
ェントの食事行動は人の食事行動の分析に
基いて設計されたが、ユーザである食事者の
前に提示されるだけである。しかし驚くべき
ことに、ユーザは食事行動のない同一エージ
ェントを前に食事をした場合と比較して、よ
り咀嚼時間や咀嚼回数が増加してゆったり
と食事をすることがわかった。 
 
（２）遠隔共食会話システムの開発と評価 
共食にはすぐれた健康上の効果があること
が知られている。共食機会を増やすために、
同時にその場にいない者とも共食できるよ
うにすることが考えられる。遠隔から会話に
参加できるが食事をするタイミングではな
いという者がいる場合に、その者と食事をし
ている者が食事をはさんで会話をしている
ような状況を作り出すために、遠隔者と音声
会話を行いながら、遠隔者の発話に対応した
食 事 行 動 を 自 動 的 に と る 共 食 ア バ タ

  

  

  

図 1 共食エージェント 

 

図 2 Surrogate Diner 



Surrogate Diner を開発した（図 2）。 
このシステムについて、食事行動をとらない
場合および遠隔者との映像音声会話をする
場合と比較した。開発したアバタの外見があ
まり自然なものではなかったが、会話映像と
遜色なく、また共食感を得られることがわか
った。 
 
（３）食事偏在状況の会話行動分析 
会話場面で食事を伴うことにはよい影響が
あることが知られているが、従来は会話の参
加者全員が食事をしている状況しか扱って
こなかった。しかし、現実には必ずしもそう
ではなく、参加者の一部のみが食事をしてい
る状況もしばしば存在する。食事をしながら
の会話がどのようなものかをより理解する
ために、このような食事が偏在する状況も検
討した。最も基本的な形として、片方のみが
食事をしながら会話をする二者間の対面対
話について実験的に調べた結果、片方のみに
食事がある場合には、食事をしながら会話す
る参加者の方が発話が少なく、１回の沈黙の
長さがより長く、あいづちは多いこと、また
両者の会話に対する意識には違いが見られ、
食事によって傾聴コミュニケーションが誘
発されることが示された。 
 
（４）時差ビデオコミュニケーションのため
の食事同調制御における共食会話の分析 

地理的に離れていたり、生活リズムがずれて
いたりするために食事を一緒にとることが
難しい人たちを対象とし、映像音声通信によ
って共食会話の場を創出する試みをしてき
た。一緒に食事をしながら会話をする状況を
想定したビデオメッセージにおいて、その視
聴者の食事の進捗状況に合わせて、ビデオメ
ッセージ中の人物の食事の進捗状況を同調
させることにより（図 3）、臨場感の向上など
に効果が確認されている。 
この、ビデオ内人物とユーザとの疑似コミュ
ニケーションにおいて何がどのようにして
生起しているかを、特にインタラクションの
観点からより詳しく分析した。その結果、食
事同調時には、発話交替潜時がより短くなり、
また、会話への高い関与を示唆する、応答直

後の摂食がより高い割合で見られた。 
 
（５）食事同調制御による時差ビデオコミュ
ニケーションシステムの開発と評価 

時差ビデオコミュニケーションのための食
事同調再生手法の有効性を WoZ法により確認
し、これを自動で行う時差ビデオコミュニケ
ーションシステムを開発した。WoZ 法ではビ
デオ再生速度制御を 1分間毎であったが、自
動化によりこれを 1秒毎とより細かく制御す
ることができた。さらに、人間は音声の速度
変化により敏感であるので、音声速度は変更
しないように、ビデオ内人物の発話中はビデ
オ再生速度をしない仕様とした（図 4）。開発
したシステムを WoZ 法と比較し、遜色ない評
価を得た。 
 
（６）非母語会話参加者のための母語話者に
よるリアルタイムテキスト入力の分析 
日常活動である会話は、それが母語による場
合に難しいと感じる者はいないが、母語でな
い場合は母語による会話と比べて相当に困
難である。そこで、母語話者と非母語話者の
会話において、母語話者が会話中のキーワー
ドをタイプしつつ会話する方式（図 5）につ
いて、参加者実験により検討した。 

その結果、リアルタイムテキスト入力によっ
て、参加者の相互理解が向上した。また、母
語話者によるテキスト入力は字幕よりも速
く会話に役立つことがわかった。 
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図 3 WoZ 法による食事同調制御 

 

図 4 システムによる食事同調制御 

 

図 5 音声会話のテキスト補助 
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